






要約:川崎病罹患児のなかには,遠隔期に不整脈によると推測される突然死例がある。そこ

で当院で観察している川崎病罹患児の冠状動脈障害を有する例に対し,ホルター心電図に

よる検討を行なった。記録しえた 30 例において心室性期外収縮(以下 PVCと略す)の多発し

ていたもの 4例,ST低下を認めたもの1例,Ⅱ度の A-V ブロック 2例が見られた。いずれも

有症状の心筋梗塞や冠状動脈閉塞例であり,心筋障害の疑われる例である。又この 30 例中

8例にA-Cバイパスを施行した。手術を施行した8例中2例は上記のST低下例とⅡ度のA-V

ブロック例であるが,他の 6例は狭窄を認めた5例と動脈瘤のみの 1例で,これらは散発性

の上室性期外収縮(以下 SVPC と略す)や PVC が出現していた。なお ST 低下を認めた例は,

術後 ST 低下が消失し出現していた胸痛もみられなくなった。又,これらの不整脈について

は病的なものかどうか今後さらに検討する必要があると思われた。 


